
2026年度秋学期 同志社講座

【講師】 同志社大学心理学部教授 毛利真弓

－犯罪心理学から考える回復と共生－

対話で深める

加害者理解と社会の支援

犯罪はなぜ起こるのか、また人はどのように立ち直るのか。本講座では、

少年鑑別所や刑務所での実務経験をもつ講師が、犯罪心理学の視点から

加害行動の背景を解説します。さらに、刑務所出所者や加害者家族による

語りを通して、回復のプロセスや社会との関係を考えます。当事者の語りを

通じて、加害・回復・共生をめぐる課題について考える講座です。

－犯罪心理学から考える回復と共生－

会 場 同志社大学東京サテライト・キャンパス

時 間 13：30～15：00 

受講料 1回3,000円（3回9,000円）

お支払い 初回受付時にお支払いください
  ※1回からご受講いただけます

お申込みは
こちら

お申込み締切り

1月21日（木）17時

抽選の場合、当選者には
メールでご連絡します。

【講師紹介】1977年生まれ。公認心理師、臨床心理士。大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程単位取得後退学。
博士（人間科学）。名古屋少年鑑別所法務技官として非行・犯罪臨床に携わった後、島根あさひ社会復帰促進センターに
おいて日本初の刑務所内TC（回復共同体）の立ち上げに参画し、社会復帰支援に従事。その後、広島国際大学助教を経
て、現在は同志社大学心理学部教授。司法・犯罪心理学を専門とし、著書に『司法・犯罪心理学』『刑務所に回復共同体を
つくる』などがある。

刑務所出所者をゲストに迎え、犯罪に至った経緯や服役経験、社会復帰の過程を伺います。

回復や再出発を支えるものは何かを、当事者の語りから考えます。

当事者が語る犯罪と回復第 2 回 2月26日 （金）

少年鑑別所・刑務所での勤務経験をもとに、犯罪行動の背景や加害者の心理を理解するため

の視点を紹介します。犯罪を特別な人の問題としてではなく、人と社会の関係から考えます。

犯罪を理解するために第 1 回 1月29日 （金）

加害者家族をゲストに迎え、事件が家族にもたらす影響や社会のまなざしについて考えます。

加害によって生じる問題を個人だけでなく、社会全体の課題として捉え直します。

加害者家族と社会第 3 回 3月16日 （火）



お申込みに際してご提供いただく個人情報は、個人情報の保護に関する法律及び本学が定める「個人情報保護
の基本方針」、「同志社個人情報保護規程」等に基づき、適正に取り扱います。お預かりした個人情報は、同志社
講座ならびに同志社大学からのご案内に利用させていただき、ご本人の同意なく、法令上認められている次の
場合を除いて第三者に提供いたしません。
■ご本人の同意を得た場合
■利用目的の達成に必要な範囲内で、同志社大学の業務委託先（再委託先を含みます）に個人情報の取扱いの

■上記の他、法令に基づき開示、提供することが求められた場合

同志社大学
東京サテライト・キャンパス

平日9:00～17:00

〒104-0031
東京都中央区京橋2丁目7番19号
京橋イーストビル3階

TEL：03-6228-7260
FAX：03-6228-7262

E-mail:ji-toky1@mail.doshisha.ac.jp
https://tokyo-satellite.doshisha.ac.jp/to/

●JR東京駅八重洲南口
徒歩6分
●東京メトロ銀座線京橋駅
6番出口 徒歩1分

●東京メトロ有楽町線
銀座一丁目駅7番出口 徒歩5分
●都営浅草線宝町駅
A7番出口 徒歩2分

スマートフォンからもお申込みができます。
二次元コードを読み取ってください。

https://tokyo-satellite.doshisha.ac.jp/to/course/course.html

（中央通り沿い 明治屋ビル向かい 1階にみずほ銀行があります）

WEBから
お申込み

同志社大学東京サテライト・キャンパスホームページから
お申し込みください。

お問い合わせ先 03-6228-7260

全部又は一部を委託することに伴って当該個人情報を提供する場合

お申込みについて

お申込み手続きや受講に際してのご要望等（座席指定や車いす誘導
など）がございましたらお問い合わせください。

受講票の送付はいたしませんのでご注意ください。

同志社大学東京サテライト・キャンパス

お申込み方法

個人情報の取り扱いについて

検索

写真および動画の撮影はお断りしております。
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